
光の回折

(a)次の式を導け。
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解答例
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以上の式を使うと以下のように計算できる。
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インピーダンス

電圧が V = V0 cosωtであたえられるRLC直列回路の回路方程式を一度時間で微分して dQ/dt = I

であることを使うと以下のようになる。

L
d2I

dt2
+ R

dI

dt
+

I

C
= −V0ω sin ωt

電流の位相の進む角度を φとし、I = I0 cos(ωt − φ)を代入すると以下のようになる。

I0(Lω − 1/Cω) cos(ωt − φ) + I0R sin(ωt − φ) = V0 sin ωt

ここで ωt′ = ωt− φとし Z =
√

R2 + (Lω − 1/Cω)2、さらに φを図のようにとれば、もとめる回路

方程式が成り立つことが分かる。
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